
●報告 現代 自然科学の全体観―現在 自
然科学における弁証法的 自然像―/稲 生勝
●報告 プロセ ス哲学の有機体論 /平 尾始
●シンポジウノ、の まとy)/黒 崎剛
研究発表
● 「蜜蝋び)分 析Jに ついての考察/吉 田

健太郎 ●「包摂Jに ついて/永 井俊哉 ●
理性 と幸福―cヴ ォルフ『 ドイツ語倫理
学』第一部第二章の紹介/菅 沢龍文
テーマ別分科会
●や さしい とい うことに )́い て/大 田

学  ● デ カ ル ト『 情 念 論 』 に 於 け る
くpassionヽ 理 解 を め ぐって/美 頭 千不 美
●i[代 日本における 「哲学 1の問題/平 |11

洋

第 20号
シンポジウム 自然 と人間―その倫理的考
察― ●報告 プラ トンの技術観/小 野木
芳仲 ●報告 カン ト哲学の限 界内におけ
る環境倫理学の可能性/小野原雅夫 ●報
告 日本における自然 と人間 ‐その倫理的
考察―/平 山洋 ● シンボジウノ、の まと♂)
/頼 lE光 子
テーマ別分科会
●種差別か、 しr)ず んば能力差別|か ?―

ヒー ター・シン ly_は ぃかにして障害新生
児の安楽死を擁護す るか―/上 屋貴史 ●
デカル ト『 情念論』に於ける●passlon>理 解
をめぐって/美頭 千不美 ● ウェーバー社
会学における物象化論の位置/鈴 木宗徳
研究発表
●ヤスノヽ― スの「超越論的 1感性論―『 哲

学的論理学・遺稿』 にリカテゴリー論をめ
くって一/今 本1ぢ 司 ●プランのシーニュ
論/河津邦喜 ●超越論的システ′、論の可
育ヒ性/永 井俊哉 ● ウ:・ ――バー研究は何を
求めているか/橋 本直人

第 21号
シンポジウム 道徳の根拠
●道徳の求めに従 うわけ(理 由)/大 庭健

●大庭健 「なぜ道徳を気に しなければいけ
ないか l″)批判 /永 井均 ●道徳的根拠の
妥当性の基礎付けに向けて/永 井俊哉 ●
シンホジウムの まとy)/′ 士屋貴志
研究発表
● ホワイ・ ビーー・モラル?Jの 答′ 客

観主義への批判― /二 石f含憲 ● カン ト道
徳哲学における定 言命法の意義 定 言命法
は道徳的判定のテ ス トた りうろか /矢 山鳥

直規 ●歴 史と認識/松 本俊吉

第 22号 1000円
シンポジウム 認識論はどこへゆく?
●存在論 と認識論 /鬼 界彰夫 ●認識

論におけろ>基 礎づけ主義くと>反 基礎づけ
IF義くとの攻防/松 本俊吉 ● シンポジウ
ムのまとど)/美頭 千不美
ディベー ト&デ ィスヵッション
● 自由 と規範 一積極的安楽死を認める

べきか積極的安楽死容認の根拠について一
デ イベー‐卜肯定側立論お よび補遺/金澤秀
嗣・ 14出 晋 ●積極的安楽死を認めろべき
か ―否定側提題 /橋 本直人・鈴木宗徳 ●
デ ィベー ト&デ ィスカッションltい かに し
て若手ゼ ミで行われたか/土 屋貴志
研究発表
●芸術の 可能 1生 ― ′、イデ ガー を手引き

として/小 柳美代 予 ● 人間的 自然と道徳
ヒュー′、における道徳の基礎づけをめぐ

って/矢嶋直規 ●ハンナ・ア レン トにお
ける 「判断力 l llI念 /今 本修司 ● 不法支
配に対抗す るたど)の 法哲学新 しい自然法 ―
近fk自 然法論 と法実証主義を越えて一/金
澤秀嗣 ●義務 としての最高善―その “道
徳的意義"へ のアプローチ /清 水明美

第 23号              looo円
シンポジウム 近代″)人 間 =こ デ ル とフェ ミ
ニス′、
●フェ ミ1■ ズノ、と決断の 主体/田 崎英

明 ●ヘー ゲル と近代的個 人/石 川伊織
● 「プロレクリアJ概念の再構築  「フェ
ミニス ト世 界システノ、論」の視覚か rジ _/
古田睦美 ●報告/細 谷実
ディベー ト&デ ィスカッション 自由意志
に基づ く売春な F,悪 く4rい か
● 1単 純売春の非 lL罪 化に向けてJ―刑

事政策論的展開 と法哲学的アフローチー/
金澤秀嗣 ● さよにう魂 「分析批評J に に
ろ 「予守 り歌 J/′ 中|1裕 子 ●報告/,可 野
竹山
個人研究発表
●フェ ミニ スノ、と科学論の 界面を議論

するための試論―苦千の文献紹 介 し、簡単
な研究 プログラノ、の提起―/塚原東吾 ●
理性批判 と神/森 禎徳 ●カン トの超越論
的観念論/野 内聡 ●社会理論における二
r夏対立の統 合を目指 して一ブ リュデュー理
論の研究実rtへ の方法論的展開 ‐/三 浦直
子 ●言語におけろ 「理解 |と 1知 識J/



前田泰樹 ●緒『視点』という著作の本質
について/斉 藤彰範 ● 「現代倫理学」と
教育学の接点/小幡啓靖

第 24号

写真のメディア論のために一/小屋敷琢己
●ヨハン・ベルヌーイにくにる力学の原理の
探求― 自然学としての力学―/野澤聡

シンポジウム 宗教をどう捉えるか
●ニーチェのニ ヒリズム批判/千 葉一

弥 ●開かれた宗教を目指 して/森 禎徳
●社会学的「宗教研究J批判の試み―現代
の家族変容と新宗教―/三浦直子 ● ドグ
マとカオスの間で一 シンポジウム「宗教を
どう捉えるかJま とめ―/橋 本直
特別報告 ディベー トについて考える
●報告/藤田祐一

個人研究発表
●『判断力批判』における快の感情につ

いて/甲 田純生 ●フッサールにおける述
定意味―前期ハイデガーとの比較考察―/
星揚一郎 ●ハイデガーの真理概念― トゥ
ーゲントハットに`tる 批判を中心―/佐 々
木護 ●現代社会とエン トロビー/松本俊
吉 ●ヘーグルの知られざるトリアーデー
『 精神現象学』の理念型―/小屋敷琢己
●カントの空間概念について一『純粋理性
批判』超越論的感性論の考察―/近 堂秀
●ニーチェの言語論/千葉一弥

第 25号 1000円
創立 25周 年特別企画 若手ゼ ミ創立 まで
●「若手哲学ゼ ミ」25周 年に寄せて/吉

田傑俊 ● 「若手ゼ ミJ創 設の想い/吉 田
千秋
シンポジウム アー トを哲学する
●哲学と神学のはざまで一美と芸術の形而
上学の歴史を展望す る一 甲田純生 ●老い
と美―ア ドル ノ、 ドヴォルジャックの 「‖免
年様式」論―/三崎和志 ● 「アー ト」′)
概念 を問いなおす―現在の流行現象を中心
として一/石 田香里 ● シンホジウム報告
と討論のまとめ/小 柳美代子
個人研究発表
●喜劇的な ()の の否定カーベー ゲル美

学に関する一考察― /河 野正宏 ●反省と
形而上学――ヘーゲル 「仮象Jの論理の一解
釈―/大 河内泰樹 ●情緒的直党主義にお
ける一考察一M・ シェーラー 「倫理学にお
ける形式主義 と実質的価値倫理学」― /上
村崇 ●デカル トにおける懐疑主義の克服
/久 保田j塵 一 ● 「弁証法Jと エ クリチュ
ールーデ リダがフッサールから学んだもの
一/村 田憲郎 ●写真の喚起力と破壊カー

:000円 第 26号 1000円
シンポジウム 身体論再考の試み
● 「身体論再考」について/河 野哲也

●身体の現在/福 田泰子 ●身体技法の共
有と「キモチJの 共有―東京エイサーシン
カを事

"1に
一/小林香代

個人研究発表
●ホワイ トヘ ットの哲学についての若

千の考察/中村友 ●実質的正義の追求と
いわゆる遡及効の禁止について一<ラ ー ト
ブルフの公式>を y)ぐ って/金澤秀嗣 ●
人間と有機体の存在論的差異―ハイデガー
有機体論の意義と射程―/斎藤元紀 ●ニ
ーチェの 「人間J批判― ドゥルーズ『 ニー
チェと哲学』再読―/村田憲郎 ● 「取り
囲む」こと一『探究』の umgebung概 念を
めぐって一/水本正晴

第 27号 1000円
テーマレクチャー 時間論
●『時間と意味』(講演要旨)/斎藤慶典

●ア リス トテレスのく今>――『 自然学』時
間論のく現在主義>―/篠澤和久 ●人格
の時間的同一性 と責任/弓 削隆一
個人研究発表
●時間に関 してオズマ問題は存在 しな

いか/柏端達也 ●『純粋理性批判』にお
ける理性の関心―理論的理念をめぐって 一
/西村名穂美 ●時計に表される時間/氷
川雅則 ●自我の階層性と時間の理解/福
田敦史 ● 「比較Jの 技法―パラボレー、
エイコン、シミツトゥー ド、イマーヨー/
星屋雅博

第 28号 1000円
テーマ レクチャー 道徳の根拠
●道徳の “恨拠"/大 庭健 ●脅さず、怯
えず―倫理の理由律の倫理/小 泉義之 ●
自由・民主主義道徳の根拠/笹 澤豊
個人研究発表
●われ われ と違 う真理概念 を考えるこ

とは可能か/岩 沢宏和 ● 「倫理学の自然
化Jを め ぐって― クワインとフラナガンを
中心に/木 島泰三 ●趣味判断批判の論点
―主観的原理の発見が認識批判にもたらす
もの/北野安寿子 ●信念文の論理形式に
ついて一信念文のハズルに対する単文のパ



ズルの影響/小 山虎 ●情動的態度―ベル
クソンから情動の現象学へ/塩 野直之 ●
デネットの意ial理 論 ?/鈴木貴之 ●初期
ラッセルにおける、認識論と存在論の関係
について/高 村夏輝 ●連鎖式ハラ トンク
スとその解決 :概要/吉満昭宏


